
基本理念

京都大学の基本理念

「財務報告書　Financial Report 2018」の発行にあたって

　学生の自主性を尊重した教育方針を採用したことで知られる本学の初代総長木下廣次は、本学創立後

最初の入学宣誓式において、「大学学生に在りては自重自敬を旨とし以て自立独立を期せざるべからず」と述べ、

大学人の持つべき自主性の意義を説いています。この自主性を重んじる精神は、本学が大切にする「自由の学風」

として今日まで承継されてきました。

　京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発展させつつ、多元的な課題の解決に挑戦し、地球社会の

調和ある共存に貢献するため、自由と調和を基礎に、ここに基本理念を定める。

　京都大学は、本学を支えてくださる多くのみなさまに透明性の高い情報を提供し、大学の運営状況についてご

理解いただけるよう努めることが、重要な社会的責務の一つであると考えています。このたび、平成29事業年度財

務諸表等をもとに、財務に関する情報を取りまとめるとともに、支援者のみなさまに本学の持続的な価値創造に向

けた取り組みをご理解いただくため、「財務報告書 Financial Report 2018」を発行しました。

平成16年4月の国立大学法人化以来、本学はFinancial Reportを毎年発行し、国立大学法人法で公表を義務づけられて

いる財務諸表等とは異なる角度から、財務状況をできる限りわかりやすくお伝えするとともに、業務運営にアプローチする

など、誌面の充実を図ってきたところです。今回で14回目の発行となるFinancial Reportの編集にあたっては、国際統合報告

評議会（IIRC）が提示する国際統合報告フレームワークを参考にし、本学の持続的な価値創造の仕組みを「京都大学が

目指すもの」「価値創造を支える取り組み」「価値創造に向けた取り組み」において統合的に説明できるよう、工夫しました。

国立大学法人の会計は、企業会計原則に一定の修正を加えた国立大学法人会計基準に準拠しています。しかしなが

ら、損益計算が「経営成績」ではなく「運営状況」を明らかにするために行われているなど、営利企業とは異なる特徴も

持っています。また、国立大学法人と類似の枠組みのもとで業務を行う独立行政法人に適用される会計基準とも運営費

交付金の収益認識基準が異なるなど、主たる業務内容が教育・研究であること等の大学の特性に配慮した会計基準と

なっています。このため、本学の財務状況をご理解いただくには、長期的な価値創造プロセスを表す中期目標・中期計画

の位置付けや、これを具体化した年度計画で取り組んだ主な業務の実績をお伝えすることも重要であると考えています。

そこで、「財務報告書 Financial Report 2018」では、教育、研究、医療、社会連携といった大学の本源的活動と、

これを支える活動とが一体となって運営がなされているとの考えのもと、ガバナンスの強化に向けた取り組みや、

支援者のみなさまとのコミュニケーション強化に向けた取り組みなど、大学運営に関する取り組みをご紹介しています。

この報告書が、本学の現状と取り組みをご理解いただく一助になるとともに、より一層のご支援に繋がる契機とな

れば幸いです。

研 究
１．京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研究活動により、世界的に卓越した知の創造を行う。
２．京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科系と理科系の研究の多様な発展と統合をはかる。

教 育
３．京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話を根幹として自学自習を促し、
　 卓越した知の継承と創造的精神の涵養につとめる。
４．京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、地球社会の調和ある共存に寄与する、
　 優れた研究者と高度の専門能力をもつ人材を育成する。

社会との関係
５．京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会との連携を強めるとともに、
　 自由と調和に基づく知を社会に伝える。
６．京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、地球社会の調和ある共存に貢献する。

運 営
７．京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組織の自治を尊重するとともに、全学的な調和をめざす。
８．京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うとともに、社会的な説明責任に応える。

財務報告書　Financial Report 2018
報告書は、以下のウェブサイトでもご覧いただけます。

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/public/issue/financial_report/index.htmlWEB

関連情報
報告書に掲載している関連の情報は、以下のウェブサイトで公表しています。

財務情報

財務諸表等は、国立大学法人法に基づき監事監査を受けるとともに、本学の会計監査人である有限責任監査法人
トーマツの会計監査を受けています。

平成29事業年度（第14期）財務諸表等
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/disclosure/accounting.htmlWEB

中期目標・中期計画等
国立大学法人京都大学第3期中期計画
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/operation/medium_target/medium_target

国立大学法人京都大学の業務の実績に関する報告書
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/evaluation
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